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の
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
に
選
定
さ

れ
、
大
型
バ
ル
ク
船

の
入
港
に
対
応
す
る
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
や

企
業
間
の
連
携
に
よ
る
海
上
輸
送
の
共
同
化
の
取
り

組
み
の
ほ
か
、民
間
事
業
者
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
効

率
的
な
運
営
、高
能
率
な
荷
役
機
械
の
整
備
、サ
イ
ロ

の
増
設
、
新
た
な
飼
料
工
場
の
用
地
取
得
な
ど
官
民

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
主
に
北
米
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
港
か
ら
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
し
て
運
ば
れ
ま
す
。現

在
、
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船（
６
～
８
万
載
貨
重
量
ト
ン
）は
、

岸
壁
の
水
深
不
足
の
た
め
、
減
載
入
港
に
よ
る
非
効

西
港
区
に
は
四
つ
の
埠
頭
が
あ
り
、第
１
埠
頭
は
木

材
チ
ッ
プ
、
石
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）、
紙
・

パ
ル
プ（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ〈
ロ
ー
ロ
ー
〉船※

４利
用
）な
ど
、第
２

埠
頭
は
飼
料
原
料（
穀
物
や
動
植
物
性
製
造
飼
肥
料
）

や
生
乳（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
利
用
）、
第
３
埠
頭
は
外
貿
コ
ン

テ
ナ
貨
物
や
化
学
肥
料
、
第
４
埠
頭
は
石
炭
や
循
環

資
源（
金
属
く
ず
）な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

特
に
第
２
埠
頭
で
は
、牛
の
飼
料
原
料
の
主
で
あ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
約
70
万
ト
ン
、
副
原
料
な
ど
も
合
わ

せ
る
と
約
１
７
０
万
ト
ン（
平
成
27
年
）の
穀
物
を
受

け
入
れ
、
飼
料
工
場
で
配
合
し
た
後
、
酪
農
・
畜
産

農
家
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、道
東
地
域
で
生
産

さ
れ
る
生
乳
は
年
間
３
０
４
万
ト
ン（
牛
乳
１
Ｌ
パ
ッ

ク
に
換
算
し
て
46
万
本
／
日
）で
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
首

都
圏
へ
運
ば
れ
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
で
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
、

搾
乳
後
最
短
で
３
日
目
に
店
頭
に
並
び
ま
す
。

西
港
区
は
大
型
バ
ル
ク
船
に

対
応
す
る
た
め
港
湾
整
備
に
着
手

平
成
23
年
、
国
土
交
通
省
は
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
穀

物
の
安
価
か
つ
安
定
的
な
輸
送
を
実
現
す
る
た
め
、国

内
10
港
を
貨
物
の
輸
入
拠
点
と
す
る「
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
」と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
釧
路
港
は
穀
物

トウモロコシの主な輸入先であるニューオーリ
ンズ港から至近の位置。関東の港湾に比べ、釧
路港は1日程度の運航日数の短縮が可能であり、
海上輸送コストの削減を図ることができる。 毎日新鮮な生乳を首都圏へ運ぶ RORO船

関東の港湾

釧路港

ニューオーリンズ26.3日
8,831マイル

日数

距離

27.3日
9,185マイル

日数

距離

東北海道
304万㌧
41％

北海道
392万㌧
53％

その他
88万㌧
12％

北海道外
347万㌧
47％ 日本全体

739万㌧

日
本
の
食
を
支
え
る
釧
路
港

道
東
の
物
流
拠
点
か
ら

「
世
界
の
北
海
道
」の
国
際
貿
易・交
流
拠
点
へ

わ
が
国
有
数
の

食
料
供
給
地
域
を
支
え
る
港

北
海
道
の
太
平
洋
側
東
部
に
位
置
す
る
重
要
港
湾

「
釧く

し
路ろ

港
」は
、
北
海
道
総
面
積
の
43
％
に
当
た
る
道

東
の
物
流
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
釧
路
港
を
利
用
す
る
背
後
圏
の
道
東
地

域
は
、日
本
の
生
乳
生
産
量
の
40
％
以
上
を
生
産
し
て

お
り
、
わ
が
国
有
数
の
食
料
供
給
地
域
を
支
え
る
港

湾
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

釧
路
港
は
、
東
港
区
と
西
港
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

東
港
区
は
日
本
有
数
の
水
産
物
の
水
揚・流
通
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
、イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
た
交
流
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
西
港
区
は
製
造
業
や
物

流
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
酪
農
、
製
紙
業
な

ど
の
基
幹
産
業
に
関
連
す
る

バ
ル
ク
貨
物※

１や
シ
ヤ
ー
シ※
２、コ

ン
テ
ナ
な
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー

ド
貨
物※

３が
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。

北米至近の優位性

生乳生産量（2016年）

出典：牛乳乳製品統計（農林水産省）
　　   経済情勢報告（財務省北海道財務局）
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率
な
輸
送
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
効
果
と
し
て
、
釧

路
市
水
産
港
湾
空
港
部
の
梶か

じ
光み
つ
た
か貴
次
長
は「
本
事
業

に
よ
り
、
北
米
至
近
の
釧
路
港
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト

（
入
国
港
）と
し
た
穀
物
の
大
量
一
括
輸
入
が
可
能

と
な
り
、
釧
路
港
か
ら
東

日
本
の
各
港
湾
へ
の
複
数

港
寄
り
の
配
船
が
実
現

し
ま
す
。
東
日
本
に
お
け

る
穀
物
の
効
率
的
な
海

上
輸
送
網
を
形
成
し
、
穀

物
の
安
定
的
か
つ
安
価
な

供
給
、
関
連
産
業
の
国
際

競
争
力
強
化
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
港
は
海
上
輸
送

と
陸
上
輸
送
の
結
節
点
で

す
。
釧
路
商
工
会
議
所
の
伊い

関せ
き
義
和
運
輸
交
通
部
会

長
は
、「
根
室
方
面
、オ
ホ
ー
ツ
ク
方
面
と
は
高
速
道
路

で
結
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。港
湾
を
生
か
す
た
め
に
は
、高

規
格
幹
線
道
路
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、各
農
家
に
飼
料

を
届
け
る
一
般
道
の
整
備
も
必
要
」と
話
し
ま
す
。

東
港
区
は
海
に
親
し
む
親
水
空
間
と

観
光
拠
点
の
形
成
を
目
指
す

世
界
と
つ
な
が
り
、大
き
く
変
容
す
る
釧
路
港
。
そ

の
基
底
に
は
、
平
成
23
年
に
策
定
さ
れ
た「
釧
路
港

長
期
構
想
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
の
目
標
年
次
は

平
成
50
年
代
前
半
。釧
路
港
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て

「
外
内
貿
物
流
拠
点
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
」「
国
際
交

流
拠
点
」「
防
災
拠
点
」の
４
項
目
、実
現
す
る
導
入
機

能
と
し
て
７
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

導
入
機
能
の
一
つ
と
し
て「
臨
海
部
に
お
け
る
良
好

な
景
観
の
形
成
や
親
水
空
間
の
確
保
」が
あ
り
ま
す
。

「
東
港
区
に
は
複
合
商
業
・
観
光
施
設
フ
ィッ
シ
ャ
ー

マ
ン
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｏ（
ム
ー
）や
Ｅ
Ｇ
Ｇ（
エ
ッ
グ
：
緑
地
空

間
）と
い
っ
た
憩
い
の
場
と
、
耐
震
旅
客
船
岸
壁
が
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
観
光
拠
点
と
市
民
の

た
め
の
親
水
空
間
の
場
を
形
成
し
て
い
き
た
い
。将
来

的
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
受
入
れ
な
ど
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、北
極
海
ク
ル
ー
ズ
船
の
基
地
を
目
指
す
な

ど
、釧
路
港
の
地
理
的
特
徴
を
生
か
す
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
」（
伊
関
部
会
長
）。

釧
路
市
は
、阿あ

寒か
ん
摩ま

周し
ゅ
う
国
立
公
園
お
よ
び
釧
路
湿

原
国
立
公
園
の
二
つ
の
国
立
公
園
を
有
し
て
お
り
、平

成
28
年
１
月
に
は
観
光
庁
よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
地
方
へ
誘
客
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
形
成
を
目

指
す「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
選
定
を
受
け
る

釧路市水産港湾空港部
梶 光貴 次長

釧路商工会議所
伊関 義和 運輸交通部会長

な
ど
、
国
際
観
光
都
市

に
向
け
た
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。「
東
港
区
で
の
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
や
フ
ェ

リ
ー
の
受
け
入
れ
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
梶
次
長
）。

国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
第
８
期
目
と
な
る
北
海

道
総
合
開
発
計
画
で
は
、北
海
道
の
強
み
で
あ
る「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
食
と

観
光
を
担
う「
生
産
空
間
」を
支
え「
世
界
の
北
海
道
」

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

梶
次
長
は「
釧
路
港
に
お
け
る
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港

湾
と
ク
ル
ー
ズ
船
構
想
は
、
ま
さ
に
北
海
道
総
合
開

発
計
画
に
位
置
付
け
る
戦
略
的
な
産
業
に
マ
ッ
チ
す

る
取
り
組
み
で
す
。
釧
路
港
長
期
構
想
な
ど
に
基
づ

い
て
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
推
進
や
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
、
伊
関
部
会
長

は「
世
界
へ
発
信
で
き
る
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
北

海
道
を
支
え
る
釧
路
港
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

道
東
の
物
流
拠
点
か
ら「
世
界
の
北
海
道
」の
国
際

貿
易
・
交
流
拠
点
へ
。
釧
路
港
へ
期
待
さ
れ
る
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

※
１　
穀
物
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
油
類
、
木
材
な
ど
の
よ
う
に
、
包
装
さ

れ
ず
に
そ
の
ま
ま
船
積
み
さ
れ
る
貨
物
。
ば
ら
積
み
貨
物
と
も
い

う
。

※
２　
動
力
を
持
た
な
い
被
牽け
ん

引
車
。

※
３　
荷
役
の
機
械
化
・
省
力
化
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
、

シ
ャ
ー
シ
な
ど
の
容
器
を
用
い
て
、
複
数
の
貨
物
を
一
つ
に
と
り

ま
と
め
た
貨
物
。

※
４　
船
の
中
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
が
自
走
し
て
乗
り
込
み
、

貨
物
の
積
み
降
ろ
し
が
行
え
る
貨
物
船
。

完成イメージ

平成29年度完成予定の西港区第２埠頭の係留施設
（水深14ｍ、延長300ｍ）

クルーズ船フォーレンダム寄港時の市民
によるお見送りの光景
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